
男 女

全

１　年 ２　年 ２　年

文Ⅰ 文Ⅱ 理Ⅰ 理Ⅱ

教科 科　　目 標準単位数 ２ １ １ １ 文系 理系

国語総合 ４ 5 5 5

現代文Ｂ ４ 2 3 2 2 5 4

古典Ａ ２ 3 3

古典Ｂ ４ 4 2 2 4 4

※発展国語 2 0・2

世界史Ａ ２ 2 2 2 2

世界史Ｂ ４ 5 △4 5 4

日本史Ａ ２ 2 2 2 2

日本史Ｂ ４ 5 5 4

地理Ａ ２ 2 2 2 2

地理Ｂ ４ 5 5 4

※世界史研究 2 0・2

※日本史研究 2 0・2

※地理研究 2 0・2

現代社会 ２ 2 2 2

倫理 ２ 2 ▲2 0・2 2

政治・経済 ２ 3 2 3・5 2

数学Ⅰ ３ 3 3 3

数学Ⅱ ４ ◎4 3 4 4 7・4 4・8

数学Ⅲ ５ 6 6・0

数学Ａ ２ 2    2 2・4 2

数学Ｂ ２ 2 2 ◎2 2 4・0 2・4

※数学研究１ 0・2

科学と人間生活 ２ 2 2

物理基礎 ２ 2 2

物理 ４ 1 5 6

化学基礎 ２ 2 4 2・4 6

化学 ４ 4 4

生物基礎 ２ 2 2 2

生物 ４ 3 3 6

地学基礎 ２ 2 2

体育 ７～８ 3 3 2 3 2 8 8

保健 ２ 1 1  1 2 2

音楽Ⅰ ２ 2 2

音楽Ⅱ ２ 　　◇ 0・2

美術Ⅰ ２ 2 2 2

美術Ⅱ ２ 　　◇ 0・2

書道Ⅰ ２ 2 2

書道Ⅱ ２ 　　◇ 0・2
コミュニケーション英語Ⅰ ３ 4 4 4
コミュニケーション英語Ⅱ ４ 4 3 4 3
コミュニケーション英語Ⅲ ４ 4 3 4 3

英語表現Ⅰ ２ ◎2 2 2

英語表現Ⅱ ４ ◎2 2 2 2 4 4

※発展英語 0・2

家庭基礎 ２ 2 2 2

※調理研究 0・2

情報 社会と情報 ２ 0 0

スポーツⅡ ３～１６ 0・2

スポーツⅥ ３～６ 0・2

スポーツ総合演習 ３～６ 0・2

音楽理論 ２ 0・2

ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ ２ 0・2

美術概論 ２ 0・2

素描 ２ 0・2

英語 時事英語 ２ 0・2

総合的な学習の時間 ３～６ 1 1 1 3 3

３ 1 1 1

生徒会活動：生徒の自主性を尊重し、学校行事･校外活動への積極的な参加を計画し実施する。

学校行事：勤労生産や奉仕的活動も積極的に取り入れ、各月に行事を計画し実施する。

＊4)２年文系で数学Ｂを選択しない場合、３年文Ⅱを選択。　
＊5)２年理系の理科は、２学期末まで物理基礎を履修した後、物理・生物のうち１科目を履修する。
＊6)３年理系の地歴・公民は、△印の地歴１科目か、▲印の公民２科目から選択する。
＊7)３年理系の物理・生物は、２年次に履修した科目を継続して履修する。
＊8)※印の科目は学校設定科目。　＊9)◎は少人数指導。　

93 93

特
別
活
動

ﾎｰﾑﾙｰﾑの週時間数 1 1 3

指 導 計 画 の 大 要
ﾎｰﾑﾙｰﾑ活動：クラス、学年を単位とし、豊かな人間関係を築き、活動を通して自他共に高めあうことをねらいとする。
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＊1)週５日の授業日のうち、２日は７限を実施。　＊2)◇印は同一科目のⅠ、Ⅱを継続して履修。　＊3)１年は芸術３科目から１科目選択。
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計
学　年　 ３　年 ３　年

学級数　 ５ 　　　　　２　　　　　　　　　　３　　　　　 ２

計
本校の生徒の能力･適性を考慮し，２年次から文系と理系に分け，選択科目を

設け，さらに３年次では文Ⅰ・文Ⅱ，理Ⅰ・理Ⅱに分割し，選択の幅を広げ，
本校 全日制 普通科

能力･適性の伸長を図る。
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　　　　　　　　　　　教　育　課　程　（単　位　制）　 　平成２８年度
　山口県立豊浦高等学校

教 育 課 程 編 成 上 の 基 本 的 事 項 本校または
分校の別

全日制、定時制
又は通信制の別

学科名
生徒数
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